
カフチェッカーDJ
CUFF－CHECKER DJ
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気管チューブのカフ圧を見える管理で、適正なカフ圧を確認・調整することができます。
定期的なカフ圧管理をすることで、安全・安心の呼吸ケアができます。

カフ圧をデジタル表示し、ジョグポンプで空気を充填・排出

特長
デジタル表示の
高い視認性

ハンドル操作で
カフ圧調整が容易

開閉クランプ付きで
カフ圧の低下防止

デジタルカフ圧調整器

ハンドル操作で調整が容易

ジョグポンプと連結した

ハンドルを回す方式なので、

カフ圧の調整が容易です。

カフ圧をデジタル表示

カフ圧を数字で表示する

ので視認性に優れます。

安定性・耐久性のアップ

アナログ式圧力表示器に比べ

安定性・耐久性があります。

開閉クランプで接続時の

圧力低下を防止

クランプを閉じ圧を上げた

状態でカフに接続できるので、

カフ圧低下を防ぎ体液の垂れ

込みを防止します。
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■仕様

販売名 カフチェッカーＤＪ

商品番号 ００２０５Ｂ００

ＪＡＮコード ４５６０３４６５７６７１４

医療機器区分 一般医療機器（クラスⅠ）

医療機器届出番号 ４４Ｂ２Ｘ１０００１００２０５Ｂ

一般的名称 気管内チューブカフインフレータ

測定範囲 ０～９９ｈＰａ

測定精度 ±４ｈＰａ（２０～７０ｈＰａ）

電源 ＤＣ４．５Ｖ（単三形乾電池３本）

本体寸法 縦１５８ｍｍ×横７６ｍｍ×奥行３２ｍｍ

質量 １７０ｇ（電池含まず）

安全機能
電池残量表示
自動電源オフ（２分間カフ圧の変動がない場合）

■カフ圧の管理について

■カフ圧が低い場合の問題

気管チューブ挿入中の患者は、口腔・鼻腔内の分泌物等の
垂れ込みや誤嚥により、人工呼吸器関連肺炎(VAP)を引き起
こす恐れがあります。

人工呼吸器使用中の｢空気漏れ｣は換気量の低下につながり、
呼吸状態の悪化になります。気管チューブのカフは①体液の
垂れ込み防止②呼吸の漏れを防止します。

■カフ圧が高い場合の問題

カフ圧が高くなると気管壁を圧迫し、血流の中断や壊死を
引き起こし、気管を拡張する恐れがあります。

■カフ圧は体動等で日常的に変動しています

カフ圧は体動等により日常的に変動しているため常時適正圧
に保つことが難しく、カフ圧調整器により定期的にカフ圧が
適正圧に保持されているか確認・調整が必要です。

■別売品

品名 品番 仕様

接続チューブ ００１７７Ａ０３
チューブ長：１ｍ
閉止クランプ付き

ストラップ ００２０５Ｂ０１ 手首吊り下げタイプ

カフチェッカーDJ 仕様

■操作方法

①接続チューブの開閉クランプを閉じてポンプ駆動
ハンドルを時計回りに回し圧を上げます。

②接続チューブをカフとつなげてから開閉クランプを
開きます。

④ポンプ駆動ハンドルを回して設定したいカフ圧に
調整します。

④カフ圧の調整が完了したら接続チューブをカフから
外して完了です。

反時計回り時計回り

加圧 減圧
QRコード

詳しい商品の操作につい
ては、上記QRコードより
動画をご覧ください。
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